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[自的及び研究の背景】

1973il-の軌Ilffl_什ftl炎 (1S)におけるHLトrL27についてのFIreTerlonとSchlosstelrtの

判ぐ.は1tt舛n'Jに多くの人々を町かせた(531)｡この允Li以火､肌lと路;LLiについてtlt粋巾

で●J:に羊くの研究が行われるように1.1'-,てきた｡瓜近でははと ,̂どのrILl免授秩iLiはこの

rIい と(.rTちかの側線を持っていることがLlFIJIされ､これらの任坑の先輪のJカニズムの解

nl=ここの研究が淡め丁となるとF,えられている｡仏 し､1973咋のLiHJJの簡;.;をplけ､すぐ

に収が何において軌 li紘TfFff炎の止り;27YlについてItLAの繰言Jを行った(33)｡この当Itiの

IH.1の抗肘はまだBllI_と比べるとJi)軟のものしか先見されていIiかったが.この､J'lR与の

A27qJ_(BlfEIの B27JP!)はこれらの.ZLとHの小で667%にiJ.められたBこの･tii19--は枚米の90

96-9596と比べるとかIiり伏いものであったが､それでも紙汁7WJに非瑞に1.::)い何日対偶係

を小LI=｡ このrlノトと欧米との FI27刊の川俊の花は､一つにIlrf二絹人の TI27刊の輔IBI-の,7_

にもよっているが(19)､他にP,えられるJl;ミl相としては免岐･L芦的1.11校n:のmmIにt)1姻係 して

いたのかもしれない｡ちfi与にBl/HJ収が川のLBlll'汁t什推灸のFILIFt27の矧,tnJは約80-85

%である (17)｡

さて､このように1973咋のItlfJJの稚;'i以来､まず軌l'l件lHfr炎についてlm の研究を行

っていた｡ しか し､この研究の過rr'_において小児の止れ すなわちr;iト惟盤ll■i推計絶大

(JIS)のHLlを調べるうちに､同時に小児の リウマチ (T,liT'惟胸筋 リウマチ. )uvenlle

RheullatOld lrthritlS JRl.)が､このJISとjll.n=塩味1,i三代が似ていることがJJ)かり

(Ⅰ5,18)､この柄災についても研究をrTう必要を感 じた｡この､1鴫､このJRAにおいても

HL= 27がrt:古押JBI(約40%)にiZiめら1l.るとの報で.;が牧､米において子rわれた (29)｡
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しか し､JM とISはnJlらかにyそなる絞出であるので､rÎ 人でuAは してどうかとF;え､

1975iIから収が川のJkl血 六についてHLIをJTべた(16)｡ このd'IP.YのiLinの牧は27名であ

ったが､その中で 827桝を持つ ものは-Y.i)iEめなか った｡lSの R27刊の和促はこの1鴨

(1977†ト)は7Jqtと)97川 と比べるとr:-3くなっている (I5.16)｡ このi.I,柴について､どう

してIIJ6人の1m の出占で欧米のような B27γがieめ LhれIiか.I,たことについて 考えてみ

た｡絞述するようにJH はE滋味的に3つの揃やに'J)けられるが (28)､この■トのPauclar-

ticular刊は′M LlのIS(Ju､･en-1elSlと虹昧約人が似ているため.これが欧米でのJM の

1･-F.例に代まれていた可脚 tが掛 .と7:えた (15.16)｡ しか しなが ら､その後の多くの研究

によりJRlにおいての 827刊の略 史 はr'::'くないということが分か ってきた (7)｡ 弘の鼠■iitL-

とよくわ致 し､札の 考えがlrこい ､ということがWFl)は れたといえようO

-JJ､このql'(1977隼)にIeL-り悩件lW肺 リウマチ (RA)において肌 一̂Dr4机 ･.い､和虹に

一治め られるとの軸門が'lfわれるようになってきた(13.37)｡そして､このIIL.A-DT4はlllL7.7

′TL4-D')にIll･1-DM としてより明確ならのとなってさI=｡t981年に収々のグルーブも円木のM

においてこの榛U.ほ 行った (ll,20)｡ このも'.ktを′ltすとRl.'i川 88人で日.トDM が70.5%に

認められた (P,10-001)｡特にl)l作.Zi川 にもいては80.6%にie.められた (P〈O0005)｡

RuこおけるIlu の研究はこの汝に加越]9INLに雌み､粥にI)Rについて細かいJJ)折が行われ

朋仙よT)VAの レペJL,までその研究はや っている(6.25.26,27)｡ しか し､これ らの研究のほ

とんどulJR人のRlについて行われていて､T.lfI:†llN節 リr)マ+ (JRI)については比較的そ

の8F允の軸iTは少Iiい｡

私は､lJJmは り小児の リウマチ推 秩Zhに特に恥味を持 っていたので今岡収が同のJn の
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阜くのiLirにおいてHLlについてr良市の技綿Iを蚊い､文献I即')披pIEまで乃めこの研究をlff

った｡この釜文のIIWパままずJRAの3つの吐休のタイプとM.IがどのようにIXl探している

かを掩討 し､この坊やの速いとそれぞれの刊による兄机のノカニズムをJjえるということ

である｡そして､その他､同時に成人のRlやIS引 t表とする seronegatlVeSPOndy)ar-

Lhropathy(SPA)との槻過をもろ繋することをn的としている｡

【症例と方法】

対象

今lr･TILtl例として述んだのはn本人riir･肘 淵節 リウマチURA)の66Y,である｡剥製となる

はtは はすペてAmerlCanCoHegeofRheuFkltOlogyの1m の.9WT)i叫を 卜分に砿l王するもの

に即'起した(Ll)｡これらの66Y,のむHの施設の内.J.tはぷ1に示すように火i:ミ伴内の多くの

他殺にまたがっている｡大別すると､､r･･政はJKl I.FJrJ'Jの小yH斗PJ(､残りのl'-散はリウマチ

I.lFZrリIh.によりIlJU川朋7_過を批然 し,,今噺を耽'iTできているものである｡それら辻iGの駄作デ

ータを&2に,示す｡ これらのLuパはその允捌 キの臨LAHJTlkにより3つの咽に分項した(28)｡

このJ,Hriによると66やT.の内訳はiL身qJ(SysteAICOnset.S刊)16子1､少l姻蹄Ti(Pauclar-

tH:ular.r'l型)15子1､多E増節や (Polyart･cular.r'04g_)357,であった (&3)｡この矧 空

は一般n')なJM の3つのタイプの矧 だと比べるとHTtlIがやや少なくl'0勺がその分だけ少し

多いという内'芥である(28)｡兄柾咋船をみてみると､3つの何で S仰 ･PAや-･rqTg_と咋齢

那(I-H なっていて､すべての出P;-の平均咋船は､ 92歳であった｡ リ】女のn別をみてみる

と､全体的にリj 女-I:5であった｡ Sや､Pl刊ではややiTi帆が多く､灰対にPO世では

女性の方がやや多くfd-る傾l如 †あったが､成Ltと比較 してもIJ.任の丘とはいえなかった
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(ん.1)(28)｡ リrL/マナH rや抗他1/L仏について も.11ぺてみたが､より抑 六に71がみ られ

たのは､ りウマ+州Tであった｡ S甲でLllTIIらかなRF十のiLHlの相 生のai少が7>られた｡

Pl4')やF竹qJで t)それぞれai'9､増加の帆 t''Jがみられた｡7;tは抗作については､乍tl'J例に検

/tが施行できfiかったが､はっきりし/=帆I'･JUTJこいようであっI=｡

Jn と IIL1の朕l過を35lペるときに､この他に耶'ZPrJLtELL峠の要内としては允7[-JT-rut:齢がある｡

これについて 1歳でt*切って31ペる人が古いか､今川の1Li例では8歳でFf切って/I)けてみ

r=(ぷ5)｡ このilA齢で1IE_例のItカくはは2JJ)された｡ これらの JtH;LinGGrlにおいてサブ

タイプまで代めた M.tの綿kを'(-rった｡ネ‖Y1.として日本人】1~前人 150Y.の H目についてt)

rL']川に淵べた｡ またこれらの手.I.火を比fまするためMについて収が何や耽X-での IIL̂のt.Jt瓜

を参 巧とし､この JRlの t)のと比較検.HLた｡ (JZ7.8)

HLAタイピング

血TI'1.-ii～rr'Hi FH-1の タイL='ン'/は､Pテラサキによって椛l'(.された徴Ilt化淵'泣沈(LCT法 ,

■lCrO】y叩hocylecytotox日日ytest)と呼ばれる)117ri (36)によって'r-J'った (阿 1)｡

まず この LCTljIのLr.iFELlについて周 11でJTtす｡これはユ1ペようとするリンパ球に既知の抗

flu 抗11を蚊応させ､その厄応の打.F杜を衣川胞の/IlhでtqqrするJJ'7:1.である｡死んたbl胞で

は細胞眼がこわされるため､色オ;が加地l勺に入り込むI=め､その色の史化を父丘微良にてみ

るわけである｡ さてrJ:際の細かいTIElについて問 12で小 しているが､まず採lhLしたl'11戊

Ir.L(lCD.lcldCitrateDextrose浪またはCllDCltralel'hosphateE)exLrose液中にて)杏

i虫心 しみlr1L球をJ&り除 き､このバフイーコー トをフイコール淡に耐用し再びi里心 LlH:i】柄

にあるリンパ球とlrJl小枚を取りiEけ ｡ これを/L允にてまた遠心 しリンパ球を洗沖する｡ こ
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の段断で t･またlllI小qxが妓っているため､これを除 くI=y)に トロノビンにてnL′ト板を和弘

させ､退心にて リン′〈球を分滋する｡ この りンパ球の故を 2000-3000的/lLにIiるよう

に判やし､榊 11で小 した LCT比を行 う｡ この'人際のTl川 向 13で小すが､これにはテ

ラサヰ トレイという特殊Iiトレイを川いる｡ l式 13で′】､すIx瓜のための小さなウェル (穴)

は lつの トレイに72Hつ くられていて､1人の札 lを7Jlめるために､HlJ)で多故の M.tの

1,tlt'とTq心させろIJLW できるようにriっている.瓜近になり､これらの押什をより経ずよ

く行 うため, ビーズTL (川2)がl諒l允されこれにより1滴 の 1m の†Jli:かtrわれる11が彰

く/A-1てきている(2122)｡ このJJ7).のrl.イントtJリノバ球純位をL'1くし､砕rJ:にとるた

めであるBI);り一王'としてはモノクローナルTJt作引 Hい1こビーズにて)lrrlJにT､ llillJ胞に蚊比､

肴おこさせ､それを磁7;にて班める｡ これにより､ リン′て球のT､ r)の終Rlr胞を純粋に災

める■川ができる｡ その後はl耳目 とr..=二Tmでiiい､ 日日の刊を†rLh･する｡

今(.,IのJm 6GYFの FTl･Aタイビ ノグb1.に述へたJJTl.で行ったが､それに仙川 したJJILnLT.A)

lけ ペて､日,JJJllt液セ ンタ-にてJJt体引 日日jlLえた ものをlulJ目した (JIG)｡ これ らの抗

llllmLJすべて日赤伽浪七 ･,クーにて･hMTlパおよびIrhlか らり られ1ldlLTl･Iを､約 500柁l変

の′''ネルセルを掛 りし､抗体を1"Jii:し托†F'しているt,のである｡

HLAの DNAタイピング

llu抗h;lの '/ラス1､クラスUについてさらに.許しくその サブタイ1を知るために､瓜

近 DVlタ 日;'ングが行われるように/a:ってきている (I2,3.ll26)｡ ますこのJi弘の用言PP

であるが､l'CRSSCPtL (rx)JyberaSeChLllnretlCt10n-S川RIcstraT.dconrorIatl｡n

FX)lynorph.S･)と呼はれるJJITL-で､これは一本軌の D＼lの.T7,次柿j1-はその他)丘配列に伏(I-.
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している'好をilJIFけ るi)のであるbすなわち''ii'fL泳動の作動皮がその堆Jih!刊に応 じて変

化するため､泳動を比較する'Jfによりタイピングができるわけである (1)｡ このJJ7Lを用

い､Hい クラス L､クラスLlについて､JtMの研究に所望EとY,え られた抗お;亨についてサブ

タイプを淡起 した｡

捷l十処理

Yate-scorrectlonを加えた､x 掩定により拭jl'榊')愉吉tをrrった｡

lrt.tl

El本人 JM66Y,について FIL.Aタイピングをtrっr=が､ lこなi.'.火をまとめると以 卜のよう

になる｡

HLAクラス l抗原の結果

JMJa1.'r例でみてみると 3̂3と MJの抗Jl;tが l例 もみ られなかった (l'001)｡ また､

I146t)32%と爪か った (P〈OI)C抑 IR7がII.'Lくなっていると&,-え られたt)のは F159と 839

の 2つの抗lJ話であった(R59P〈O.0日139I)aI)(ぷ7)｡ この他の抗峠については､統計

'■芦rrJに/J'丑の t)のはなかった｡欣米で稚iL,(24.32)されているような12lJIL原についてはiL

作の出J1-としてみた喝Pi､特別Idl揃T和まなか った｡ これらのを!.kLを 1mの onsetの艦拡タ

イプでみてみると､B39がPlq里でJJ'点にf;いというtt児が和 られた(P0.01)(&8)｡枚

述の ろ器でふれるが､ITLA-ri39は FI27､B38と近い問(,f;にあることを考え､Pl刊での Ji39

のml空に B38､ 827の確度をhわせてみてみると､父に 46.7%であった(P〈O00I)O臨

昧 タイプの他に允11E咋齢のZ.によって Iluを検討 したが､ 839の帆 B:がInJ掛 こ.I:.･,く (8歳

以 下の児仔の )Mで21%に FI39が認められた ･P､0.05)この他の抗U,Hこついては､はっき
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Y)した紬向や剃 まIiいとろえられI=. LhlLこの先LfIl鉛に相 続したものとして,itHTの

ITFtlする島.指を小M lの叫Fl､代人の仏陀の2つに分けて Mの相性を比べてみ/I(お

9). それモ^の蛸院のLuKの免砧IH'上川 幹は,J､Pi純ru (r･)8血､.収入の蛸炭が】2歳で

あった■ タフス l抗Ki=こついてfJ特39が小IJlの仏陀でイJ鳩 に.Tu ･ql告(20.0%.P〈O.05)杏

I.･旧 に小いこ｡ これfl′ト児の揃Eiでは別川 .鈴が81いr=めで､8歳以 71-の允蛭の B39の柏

JRLとはIl'-放した｡ この他の クラス J抗師では､B59が成人のLi.能の群で11歳にFiくみら

れたが･これEJ綾述 41るように'/ラス打払,.'tのl)PJlと柑迎しているとろえ られた｡

12についてIJ小リLlの蛎院でややI'-い､h川･1がみられ､ -JJ､破人の捕捉ではk抑 こqtい鵬

向がみ られたが､持計J芦的ri'&_とはいえなかった｡

HLlクラスH抗原の結果

IILIDRについては､ JRA全lt'でみると､DRlれ TむくDRSが爪いMr,'細くみ られた (JZ72)

が､比計/['･的イ旭 のHIll'J<さtd-かった｡DR13については JMの 1例(I6,6)にしか.Eめら

れ11か っr:(Pく0･05)｡ この五経 についてはどのように解釈すべきか従い ･｡

JRlの出抹タイプにJ分けて検討すると､ん18のように DMが相中で.･-aL､同庁の約63,6に

みられたrF-く0･05)｡ これは成人のPlの Dnのql隻(約71ク̀) (ll)に滋い致了であ った｡

他の2つの也ELタイプではPlg!で DR引irH0h Sやで50%にみ られた｡P岬 においては

DIlの和Fかlql加 しておらず､む しろやや代い扶y!であった｡ DRSについては3つの也休

タイ1での月はみ られたが (&‖)､托Jt?n')にはぎりぎりで､5q6L:JFの[1枚やでの†J･

故にならなか った｡ しかし､PIT'Iでの DR且の481虻のLflJJl､POIVでの減少はかなりはっきり

した伴内といえた｡ この内虹L4:タイ1で比f2し､削 日生珊すると､再 タイプでの D関の軸
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促の7'(JlJ丑のJといえた(1'005)｡ クラス Jとf"Jはにこれらの 2つの抗 '̂.tの矧 だTi,児1,'f=

咋鮎で比べてみた (ぷ12)｡DRJについては9歳以1_の脚.F即でやや柵加の帆 ;.]がみ られ

たが､ DR8については逆にfF鮎のrl:n'eTではかIsりOtいql久となっていた｡ この DR8を允

柁咋齢のE･にJ=りn7Lに比較してみると､iTW の栢収に比Jt/fTt的Jがあった(P〈O05)｡

これ らのDM と Sの抗原抑圧をkLi院別にみてみると､ i)つとはっきりした仰向がtJは

(J<9)｡DlH の相 生は′ト児の病院では右目rtより,少し統い抑 延となり逆に成人の捕捉では

成人のRAEこ近 い故一一とliっていた｡ このDRlのi.',火は允1E川 ･船別にみた鉄火と人Li一致 し

ていた｡DR8については､TJR人のL711院で31Y.のJRAで 2Y.(65タ()に しかなく､小LFiの

捕捉での35rltl'13名 (371%)に比べるとjI'/7.に¢い､放て:であった (P〈O05)｡ このDR8

の成人の末梢Iiでの代い輔fB:は､児lllT叶齢でみ られた打.火よりも､はるかにyjH;なJLfと1LL'っ

ているが､この点についてJ5群で検討 したB

DNAタイピングによるサブタイプ

クラス T抗尻享のFS39のサブタイプについては､tlY.すべてのnl7,.日こおいて検討を行 った

(Jn3)｡ほとんどのサブタイプは､ R'3901であり､21.r例が fr3902であった｡刈 JWt

として､nノ本人軌 ｢けtTr征矢 (lS)197.で比較した(30)｡ これらのlS.=Lとh-の中か ら IILH1

27TJをもたずに.L339を もつ2名でそのサブタイプをJTJべた｡ FI'390)が 1例､妓 りの 】

桝は B●3902であった｡JM ､ASのどちらにおいて t,他のサブタイプ (Fit3903､ Fit39

04)はみられなかった｡

クラスUのDRJlについては､そのサブタイ1は DR41のほとんど(96.9t)がDRFH'OLI05

であり､枚米で多くみ られるDRBl■OJOlは 1例にみ られたにす ぎなかった (点H)｡
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DM 2については､このタイプそのもののJfLI史が¢ていので少数での サ-/タイプの暮.lJ火とな

っているが､3例小､DmEl0103が 2例､DMl◆0106が 1例であった｡圭.I.冶的にいうと今

I 何のJRlのDM 抗肘のサブタイプは､ほとんどが多 くのアジ7.-;hTqの胡作に一致 していて､

DRF1110105であった (3Jl)｡I)は畠については点15に′バすように､ S型ではnK82がJl.Y.lJ)目し

ている柳r･'q(P〈O1)があり､一方､L'̂Jf-土ではr)約 1がJIEYJ加 していたO このT)約 1のサブタ

イプはすべて､DRlit●0803で､r)R82はすべてDfHil●0802であったo次にこのクラスmの

r)TI81についてクラス lとの′､プロタイプを調べてみたが､その手.㌧火uぷ16に,7(す｡一般

に多くの 日本人にみ られる朋6-r)RIH'0803はJm では 1例 も..JJ.め られなかった(ド(01)｡

-jJ-､FI39-Dml'OB03に=Fu Fi'inで6%にみ られ､ILL.1日,怖r(,Jを,-J<した(P〈O1)｡ このE.I.-盟

にIlLl-B27と838をrj膿すると､Fi39-D約1●0803はri271DRIH●0803､Fi38-DRFit10803を含

めると､火にJR人66千川16名(9】%)がこのハプロタイプを もっていた.Tsお､このサブタ

イプの別事粥としては､ 】00Y,の Ll,A.III1枚センターの峨Liの御tiEノJにより､コントロールの

データをuた｡

【考案]

JM 664(,でFr1.1の検塊を行 ったが､これらの多 くの音tl,141より､いくつかの舛昧あるもの

れ､その■卜で も特に允J'LEil二齢のZ.-いrJIP;(′小児の蛸院まで作めた)にその帆 Ti川(み られた｡

しかしF'l!担JMの児11Eir:船はむ しろ､F7均93歳とやや.･.い ､ので､JTeもrlI三船だけではH鎖日)Iが

できない｡脚 ■正作齢だけjJえると Sqlが もっともZ.-いし､卿 在咋齢の.し古いPOJP之で もEi39が

ややF石いというfltlLがfllられているので､JR̂ としてみた協(､令休的にB39が多く認め
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られるとJ5えて山いたろう｡この中で､粥にPIJtllで333%の.:古い,rlf妊(T'く00])にみられた

'Jトは､この抗Ii;言がJTll､柑 こそのIFrでもP∧判と深いI淵係を持っことを示唆 している｡この

他 flを考えるには､このTJILJ以､l‡39について考える必fRがあろうD

ITl･lJi39はかつてはITLl-1紬】6とされていた｡現/I.はこのrhr16u ri38とF139とに分かれてい

るが､この百Er川 は多くの｣I,軌 '..をfキつ抗蛸である｡さてこのFIv16は.J..から seronegatlve

spondylarthropathy(SPA)と関係していることが旬]/nLlされている (9)｡一方 JRAのllTで

も､pauclartlClJIaronset(Pl刊)のt)のは､はげ的に多くの...1･.でSPlと頂似 しているこ

とが粕てf;-されている (28).もっと.7TLしくこれらのEl1.1との側iiLの刊王告について述べる｡

アメリカのÈl人のiS=il･.A-(lSは代R的 SPlの lつである)で､背iBは白人のAS.:i.川 では

Ill1-B27の純皮は95%化であるが は 31)､Jl'.･;;;にまれなR27抗原をJlJしないfL川 でB27

のかわりに伽16(Li38.T‡39)が芯い頻IEにみられた｡一方､アメリカの又も人では同じ疾.ritで

f127抗JJit'を†すLId-いi)のに､Ziv16の代わりにb7が;:.い､頻度にみられた (8)｡rTti近､我々も､

EIJ本人のAS'Li-E-で､n27を持たないグループの小で.1:紳 (37.51)にR39LJUJkを認めている｡

また小林 らは､EI本人のreact]vearthrlt】Sの.ELI.斤にM.AR39を同様に(,.:7い何度 (小tタ石)

に.乙yめてこれを細く.テしている (10)｡このreact■＼･eLlrthrlLzst,lSを代滋とする､SE'̂ の

1つであるが､このような多くの11kから､Sr'̂ において HIl-R39はttLl1127と同じよう

fi役割をもっていることを/TSしているのではfiいかとろえられる.またSPAの 1つである

psorlaLICarthrltlS (紀郵相児WJ炎)でもllr.Ari39の.I.古い和JB:がイタリアで軸[}テされて

いる (38)｡ しか しJRAとMJ B39との側辿の戦目liは)I-･iF.に少なく､英同での稚く-,･のみの

ようである (29)｡この軸Ir-.I-では､やはりJlu の児確咋齢のZ,いF'17.)_の.Zii占でHl.A-1139が
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I:･'Jml史にW･められたとの部てITしている｡これは竹 IのIM の研究のf.A,火と一致するLIので

ある○まとめると､Sl}Aでlま､… Fl27をはじめその他にEILAのクラス ll/･Lll;!としてRvlG

(R381R39)～R7の糾J'L船がこれらのSH ll.lちかの稚いI娼iALをもっている･Llがわかる｡先に

述べたように､Jn のl-̂甥のものにR39が井常に多くみられたが､これlに の鮎 ;.が触れ

的のみ11-らず､HLlからみてもSPAに溺似していて､その州 は 考えて以い1†を示してい

るといえよう.すなわ ち､JM のP̂TJのものは､その兄hlのメカニズムがSPlとr･q-かあ

るいはyf似のものである=川EPI-が必いとIII揺 された.これをさらに狭くiLは するために､

Fll･AR39とB27､IrTについて･p'下しいうHrr検討を行った (ぷ17)｡このJl.11日.Aのクラス

]捌 kのいわLbるRpocketのアミノ席のA!LTtを.JくしたtJのであるが､これでみるとB39､

B27の2つを比較してみるとI5の-.hrEZと67の位mに共成の7ミノ唐を11-している｡- Jim

J6人の)R̂ やASではほとんどみられ甘い肌- 7t州 はにR27やR39とJl相 のアミノ恨叔列

を′)くしている8すなわち今剛 Rlでr･･古い舛皮を小したFH.= 39で多くみられたサブタイプ

(8L81)である B'3901tHLH 271J45諏nと67折の7 ミノ唐をlt軌 こ持つ･Lfがわかる｡

-J,-t残りのB39のサブタイプである 托･3902(18･21)は6絹 のアミノ棟をCystelneの変

わりにSerlneをt)つが､この 2つのアミノ掛 まJ".･適のsldcchalr1%もつ｡そして戯近のDF

知 こよると､ 拝◆390tと R･3902li､n27のサブタイプである R･2705とP2において火遁

のイオン事!･介竹を示す叶がわかっている (35).以 1.の多くの･J順 により､IILl-R39が､

Jm の特にPlonsetの ものにおいて､SPAのASでの827とr･･Jじ役割を火たしている･Lfが推

iÂされた｡

次にJT何の結盟でfF･口されたクラス ー抗原であるn･AR59について別 け る｡
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これは66Y.のJR̂ で152%(P(001)とぷいMlfn'-にみ られたが､恥にl'OJPiで200%rP(001)

と Ii,I;い数7'を'T(している (ぷ 8I)O これは成人の1h:院において も同 じような数1-を/J-(し

ている (ぷ9)ので､允717咋齢も穴めたonsetの臨妹タイ1によっているとP,えられた｡

このri59をさらに.,TT=-しく分析するために､クラスlTとのJ刈雌を.lLJペてみたが (R18)､こ

れによると､90%がF15(Jr)TIJIlの′､プロタイプであった｡ これは後述す るようにクラスJl

のt)RdとのI糊迎による出作が鹿いと巧え られたが､ この■JlについてはDTu の珂;分で換討す

る｡他のクラス )抗Tl話で 3̂3､fldd､β16がJ?何の検^でJT.I.･F,にqfい矧 空にみ られたが､

この滋味については心りJであったo相には46は､n本人ではr)fZ8と′＼プロタイプをもつILF

タイプはJFH では 1例 もlJ.められなかった｡逆に北に述べたHL̂-FI39とDR8 (正好にはDR

81 サブタイプでいうとすへてr)RR1-0803であった) とのハプロタイプが7711糾こみられ

たE.早LL昧深いTJfにr139と班似の化竿的特休をもつR27､R38もまったく同じ帆 (I-Jを示 した｡

FI39はf!27､F138まで舘めるとr)R81と'Lrに10%にハプロタイプを持 っていた｡ まとめる

と､Itノ仁人のJm でのIll,A-B39はE138､E127と｣告にDlは 1とのハプロタイプを.rい､】防疫に

示 し､逆にEi59はDM lとI7.い､何度にハプロタイプを持つ'作がわかった｡ このDRの81に

ついては)ヒ同研究部である1fi円らが､日本人のJSJiI.打の虹彩炎をもつ群で非常に芯い械IiE

でF127-DJZBlのハプロタイプを汲めている(23)｡今IqのJR人の湘並 (去211.2)において

は妓念なが ら虫[影炎についてのEI:郁な検作が施行できなかったので､虹彩炎とのIAJ迎につ

いては述べられない. しか し虹彩炎をbつASは､臨抹n')にr川二男稀で しか t)側節1刷Rをも

つ t)のが多 く､蹴球rrr)にもJRAとよく似ている-JE(t2.15)を考えるとJRAとSPlのl娼迎を
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このIrEiで も儀 くノJて唆 しているといえようO

きて次に'/ラスⅢfJ'LJl:iについて検..'rしてみる｡ DM､特にその中でf)RITがPO)ttlで HI

していたが､光に述べたようにクラス IのI159とのIRJ迎が幼 くみ られた｡ このPO卿は臨抹

n'Jにも成人の常人とよく似ていて､f成人の削=こそのまま拶'((する17も多いとされている (28)

ので､DrM のp'..r,州比のuttlJJlt'lJR人のTl̂と同様の ろえノブでされると&,えられる｡夢型昧深いIli

は他のO.･setのタイプである､PIJ鞍ではこのr)肘 はまったく LシFしていなかったが､ S7(.I

ではやや F二拝 している帆 (可も少 しあ りそうであった｡しか し､ これを捕院別に城人の蛸院

(成人のJ.Lli斤)､小児のhifP,li(′NF己の.Jill斤)で比べてみると､成人の1.LIF,-1でのDTW DR41)

の放てはPOぺ-J_の数ri-とは(SIr･JL;であるが､′小児の捕院での抑 圧がむ しろ代 くriっている

(占9)｡-JJJこれと2川q的にD打Bをみてみると､臨L4:タイプでみるとDR4と逆の手.乍niと

なっている (ぷ15)｡ これを病院)州こみるとさらにはっきりした傾向がみられる (滋9)｡

さらに､DM について卿 一言咋齢たけを 巧えるとその抑圧の捌 ま余 りない (讃】2)が､呪作

のTil古のJJ)巾でみると､小児のむEHこおいてuDM はむ しろTr:/捕.より低い帆 句を示 してい

る.逆に成人の.;i川 群では成人のMにはば近いメ制度になっているO-方DR8はこれとまっ

た く坂対の幸lt火を滋 し､相に成人の'LLLri印でのその非満目こPtい粥日延はfl二l=こlLrlする｡

DM,DR8以外のR39.1359.12については､rI39で Jru乍LbでややllL古い棚皮にみ られ､仲にF'i

党砧の もので非常にFL古い拭政にみ られたが､これはこのPl_刑 JRlが他の 2つの タイプと雅

なった脚 蔽あるいは疾1-Jlrtl付である.Jl-を うかがわせたAE159はr)R4とIX順 してl}R人の止if子

で前い郷皮を'T;し､奴対に 2̂は小児のrx･=Liではやや訂古い柳rl7Jを示 し､l'R人のlLil.占では紙い

帆 tqを示 した｡ これらの◆J亨から以 Fの搬iĥが FJえられた｡ それはDTH (特にDM 1)を もつ
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JM は成人のRlに仔tiLでゆく‖J他州が.:1,(､校則にDR8(作にD悶 1)li､川人がl戊人のRl

へ移行 してゆく1TをFF川 しているか､llE･.のSl-1にfrlrさせてゆかせている■'Jt桝 l:があると

いう■JTであり､12もDR8とfH]掛 こJM のJ戊人の日へのEi;行にIJLIL的に沸いているだろう｡

r159はDM と("Jは､逆にL･R人の甘い＼の雌子Tを伽JLFしている･･]惟帆があるというP,･えJ,･が成

り{Ir)とiiiわれた｡Jti投に､R39についてはl成人へのRAへ即日I･b')に恥 ､ているよりはむし

ろ･これがB27とIr･JL=ように)Rlのあるグル-プの 1,の (PA世)の発信に顔くかかわって

いるのでuIlいかとろえられた｡

川1はMのY.1暮允,Jlの ものである■LHl件かだが､これには肘と("JL=払囚の次はミだけが乃ま

れているとは考えにくい｡その小で もPIonsetの t'のはRlよりもSPlのrl:･ぶにより近いも

のではないかとろえられた｡

【まとめ]

Jmと 日日のl胸iAIについて､日本人66子1において,yJべたが､そのLJIJiiをまとめると以 卜

のごとくとなる｡

(I)ffLlのクラス 1抗院号の t-.兜から. JRAのP岬 の もので､HI.= 39が.I:Lい和蚊にiP.められ

た｡この'1日まこのタイプの 州 がその児JJEメカニズムにおいて､いわゆる Seronegat】ve

spondylarthropatlly(SPA)により逝い'JF'を示唆しているとろえられた｡

㊨ HIIのクラス n抗Jfitの DR利は･I'岬 の JMや､l'X人のMへ移行したグループで1･:Ll､伺IA

にみられた.- Ĵ･ DR8はこれとまったく逆の事々火であった｡このIJHこより､ D叫と DR8

〟 )RlでおFiいに､逆の琳きをしていて･FiTJ･削ま城人のMへのiLt軌 こ促進 的で､後れ ま反

対に､抑制n')に働いていると考えられた｡

lノ暮 -



(3)DHタイピングによる Ill一̂-B39･DM ､DR月の外サブタイプについてri､IhJzLとの1'･(揺

のl刈雌よりも､む しろJt肱rfJなjf'をb(lIJ!しているのJJ-とろえられた｡



森l JRA三者の病堤の内訳

香林大学小児科.噸天堂大学小児科､林立府中病院 リウマチ科､松多医院

昭和大学整形外科､東京大学重光外科､三井妃急病提

義に示す丑初の 2つの病院は､小児科であとのすべての病院は成人の病桂である.

この 2つで発症年kの明かな差があるが前者では平均的 8Jt､後者は約12丘である｡
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表 2-1 JRA患者の臨床TJ一夕

年令 性 夏的竜 病型 血芳美 RF AHA 家族歴その他

Ul 7 M 2 S
TE 日 ド 1 S

NY ll ド 8.5 PA

FS 8 ド 7_7 PA

SS 13 ド 13.8 PA

OH ー5 M 1.4 S +

TM 13 ド 3 S -

SK 14 ド 14.4 S

TK 18 ド 15.2 S

KA 14 F 3.1 S

lT 8 M 5.7 PA

NT 21 ド ll PO 2+ 兼検

TK 26 F ll PO 2+ 兼検 母 RA

OT 28 M 9 PO 末検

AS 70 F 15 PO 2+ 兼検

CM 19 F 13 PA 未検

lK 42 ド 5 PO + 十 印いとこRA

SC 32 F 15 PO 2+ + SSA+､NRA

HT 38 F ー4 PO 2+ 未検 妹 RA

AT 76 F 15 PO +

SM ー7 F 14 PO +

TN 18 F 9 PA

TM 23 M 14 PO +

NM 33 ド 8 PO

TM 64 ド 15 PO 2+ +

SN 20 ド 8 S 兼検

SY 39 ド 16 PO + +

MC 22 ド 10 PA +

YK 24 F 8 PO 2+ -ト

NM 47 ド 16 PO 2十 ±

HM 41 ド 16 PO 2+

YU 38 ド 14 PO 2+ +

TM 25 F 8 PO +

FS 6 M 6.I PO



義 2-2 JRA患者の臨床データ

年令 性 圭的毒 病型 叶t RF AHA 家族歴その他

lT 16 M 10,1 PO + -.記載盗皮丘

AH 6 F 2,9 S 十

lS 10 F 4.3 PO

KM 12 ド 6.7 S
W∈ 15 ド 12.1 PO +

SY 川 F 7,4 PA 十 -ト

HR 川 ド ー0.0 PO + 十

TK 16 ド ー3,1 PA + 帥甚句RA

lN 14 M t3.6 PA

OS ll ド 8.6 PO +

YA 19 ド 3.4 PO +

US 7 ド 3.3 S +

YY 12 M 10.4 PA

ーA 6 ド 4.8 PA

YE 12 M 8.0 S

HM 25 ド 8_7 PO +

ME 14 F 4.7 PO + 父方脚もRA

TK 7 ド 7 S +

SY 12 F 4 S +

KM 8 F 6 S
TM 3 ド 1 PA

KA 13 M 2 PO

OH 28 F 12 PA +

WK 35 F 16 PO 十

AY 38 F 14 PO +

MY 28 F 14 PO

MH 30 ド 12 PA

YR 24 F 6 PO + -

1R 38 F t4 PO - + -

MS 45 F 14 PO +

NK 50 F 12 PO - + +



蛮3 日本人 JRA (66名)の内訳

JRA患者の歯床 タイプ (Onsettypeによる分類)

吐斥 タイプ 患者数 頻度 (%) 東庄年k(Yrs

Systrhic(S型) 16% 24,3 5.2

P8UCar 15 22,7 9.3

Po】γrt 35 53,0 ll.0

.It:p宕66名の性別 男性 目名 167%

女性 55 833



JRAタイプ M ド RF+ AHA+

S (16名) 3(19X) 13(710 H60 3日9K)

PA(15%) 3(20%) 12(80!り 3(20㌔) 2(ー3%)

PO(35名) 5日4X) 30(861) 23r66%) 日(3川)

合計 (66名) 11日70 55(83】l) 27(41n 16(24X)◆



臨床タイプ 8故l以下 9徒以上

SE (16) 14(88%)I 2(ISM+

PA塾 (15) 5(33%) 10(67m

PO型 (35) g(26%ー 26(74%)



表6-1 IILAタイt=･ングにmいた杭血所 (クラス 1)

クラス Tタイピンク抗血ITF分7:irミ

】 lA一日; M.C

2一7甘 L82654 L̂ A]'

つ lC01069 2̂

4 lDす丁77すす~ Ẑ B̂8 6̂9

～ lE700⊃11 3̂

I 1F814368 A?

I 2F一日4357

l ZEHM1～ 2̂4 2̂403

9 2D1951388

=) 2COll52' A2B 3̂l日ZE)す汀汀｢ A2S 2̂5

LZ Ẑ 0日Il8l 2̂6 2̂5 3̂J

り 3̂ 前言言古｢ All.lALl.2

H 38013583 日̂.lAILZ

lS 3CoHHi~ l̂l.l

L6 3D281的0 ^llA30

日 3E与10329 Ĥ A33

川 ■け Hl一28 3̂3AH

LI lF1日92) 8M B57

川 捕 DH313 仏日

Zl~~~てすZD2203

TT 4COH3日

H ･.了すln9日

H 4̂ 014550 B51

25 5̂ 014606 Eu185102

28 Sll811182

27 SCDLHSZ

2且 川 ZlZ560RSZ
29 SElHA9gB75
30 SF160022 B62
n F̀HlL87

32 ttL60054g 0
日 6D450492

34 6C20598i B70

li GB020180 いー

n 7∧0lH54 B44
38 Iや0134H 8一日 B45

了す ーCllO129 TH

了す~市 前丁享一丁. tn tI27

ll ーEZO一日O B～9

12 TFOl4626 854
り 8F18X800 DH

H 8E0日8m ui411～5.1

り bD0日502

捕 8Cす汀ち了す~

77 8820F-1058

り aA204612 856822〟

Jg 9∧lg5OIZ2 D39

iO gB194日8 B3981古

H 9C70005B Fhー

～2 9D18FlOOLB48
= ,≡180806 B60
ll 9FOIH20 B川 81aB7

5～1汀 lOF01小HBLDEOl4478

H lODOlOH～ B川 BBIEh】

5B 10C Ŷ(】一91 b13

59 lobOllSaT BI1

60 10人3ーMOS1

l̀ 日∧ 011日, D■6

BZ HFlHOt7J By6

S3｢丁古01り8ー CyL

G4 11ー))950759 ｢り

JW 17官 2406BT CY9 CvJO8り

‖ llF)924日9 Cy9Cy10

い 12F0日688 Cr9

681号i lSJ28g CYg
69 I:D120863 CY4
ー勺 lZCEHOg93 CHCyG

ーl 128D14日1 CYT

72 12人18日60 Cy7

22



衷6-2 トlL∧タイピンクにITlいた抗血茄 (/}ラスII)

クラスDタイヒノク抗nlT舶 itE我

81LlA〃‖5 ～.C

Z laABS 8.C

3 1CALS P.C

4 1D01日Tl DR】

て一汀 203085 DR】

i げ ZD6157 DR】

ー ZFOHt68

8~了EOHAS9 DR15

宇 叩 ZJO536 DTH5

76 2C183332 DRlS DRL6

lL 280]3iSg DRlS DRE6

ーZ ZA60082ー DRL5 DRIB

13 3̂ LiH392 DR]

[4 3BOLl102 DRJ_1

T5- 3Cl9228一3 DFZlrl

け 叩 す丁了盲亨｢ D一日_lDR42

日 3E1207L8 DR4_lDR4.Z

Ti- 3F両所すす~ DR一.1DEl4.2

]9 一F203162 DM_2

7O IEDJ2353 DRIL

21 日)02SO114 DRIL

22 4Cす亘面甘汀. LはIL

;】 tttOl3日6 DR】2

24 一人両~汀.~･.

2～ 5̂ 204101 mt1

26 5B205179 DRL3

27 5ClOi2&8 URll

Zも lDl8】937 DHO3

2, 5E0日525 Dfけ

ユ0 5FZD5717 DRY

lt ■｢204B6l DR8.l

12 6ElBK9日 DR8rlDl柑_2

33 6D)92233] DR〇一lDー相_2

日 6CĜ0506

35 6El2307M

37 一人2日558 川S

38柑 面前盲｢ DR9
ll 7C800l85 DR9 DR1

48 TDOI3ー60 DRlO

り TE312711 DR10

了テ~｢FF TILOBSl6

了す 8F2lHH

77 8E20P827

Ti 8DOIH73 E)R
了i tC0144ー5

り 叩 013483 DR52

り H 相2124 L)R52DF柑

19 g∧)921184 DR52DRd

50 gB]日793 DR53

51 CC202997 DR53

u 9E)l819日

= 9Eヱ02026

H 9FZDtt522 03
SS lop0145ー2 DQl

55 lOE205473 DqL

～7 lop206028 DQl

i↓ lOClt)粥94 Dql
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引】 10人0250KlO DQZ

6L 1川 0̀0592 DQ2

BZ盲す~汀 11日1924432 DOS E)R3

llC201510 DO】 DQ7

llD18t77, Dq3 DO7

了T~~了了官OOTl DQ3 DqT

盲{｢TFLbJ820 Dq1

い l汁 HUZ3 Dq1

6I lZE0073 Dq7

6, lZDTA10 Dq7

70 lZC2O7059 DO4

7l lZDllUlt DQ4
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滋 71 JRA患者 (66名)のHLA Crasslの抗原頻度
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表 72 JRA患者 (66名)のHLA ClaSSHの抗原頻度

抗原 坑原動 抗原頻度 対照頻度(N=150)

9 136(～) 120(0

26 39.4 340
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表 81 JRA患者の臨床タイプ別の抗原頻度 (%)

RA盈者 (66名)

PA(15名) PO(35名)

53.3 51.4

抗原

o

ー

1

7

0

o

LL'
ー

5

O

■∧

.∧

∧

▲‖

(●P< 001)







表10 DR4の睦床タイプ別の頻度

叫床タイ1(JR166名) R4の抗原頻度 対照頻度 (N- 150)

S型 (16名)

PAB (15%)

PO型 (35名)

(*p<005)

PO型でのDR4の高い頻度は成人のRAに近い数字である｡

1981年の著者らによるEl本人のFu患者でのDR4の頻度は約71%であったので

それに近い鞍手といえる｡

これをみるとJRAのPO型は成人のRlにきわめて近いものといえよう｡

29



裏目 DR8の鴎床タイプ別の類度

畦珠タイプrJRA66名) DR8の抗原頻度 対照頻度 (N= 150)

S型 (16名)

PA型 (15名)

PO型 (35名)

DR8はJRAの S型､Pl型で高い頻度にみられ､PO型では逆に低い頻度になっている｡

対照の頻度とそれぞれを比点 し､統計処理するとぎLJきりで 5%の危検事を越える

ので有意の差とはいえない ｡しか し, このPA型とPO塁lの両タイプを 2着で比較 し､

統計処理すると.両者の強圧の差は有意の差となる(P005)｡

:10



空的J 8歳以下 9歳以上 対 類

抗原 (28名) (38名) tN )

DR4 15(53.6n 25(65.8%ー 46.一

DR8 10r35_7㌔ー ' 5(13,2%)◆ 22.I

3L



衰 13 札A839subtypeofpat'entsvLth AS ｡rJRl

▲S JRl

SyStenHC PaUCl- F)OLy

8'3901 1 2 4 3

Bt3902 1 0 1 1
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H911 DR4.1 DR4.2

DRB1'0401 1 0

DR81'0403 0 2

DRB1'0405 31 0
DREn'0406 0 1
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こ~ニ章 一≡… 一一≡
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対熊 (N 100)

B46DR8110803 0%+ 7%

B39-DRBIIo803 6,も● lヽ

B27DRB110803 2% 096
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衰18 HLAB59抗原について

ハプロタイプ 成人の病院 (7名)

B59抗原頻度 3 (8.60 7 (22.6n +

B59DR4_I 3 (100～) 6 (85,7暮)

B5gDR8,2 0 (0,0-) 1 (14.3%)

(*poool)
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図 2 免疫FB性 ビーズによる､

T細抱の分村とLCTによるHLAタイ ピングの手塀
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